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平成３０年度第３回教育研究評議会議事録 

 

日 時 平成３０年６月２０日（水）１４：３０～１７：１０ ＴＶ会議 

場 所 事務局棟５階大会議室、Ｓ－Ｐｏｒｔ３階会議室 

出席者 石井、丹沢、木村雅、東郷、堀川、寺村、伊東、本橋、鈴木、日詰、田島、

菅野、江口、近藤、小西、塩尻、坂本、川田、木村元、河合、鳥山、平岡、

原、恒川、三村、朴、澤田の各評議員 

陪席者 鈴木、村松の各監事、阿部、瓜谷、青木、白井、宮原の各学長補佐、 

 

Ⅰ 前回議事録の承認について 

平成３０年度第２回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 静岡大学・浜松医科大学連携協議会要項の制定について 

議長から、静岡大学・浜松医科大学連携協議会要項の制定について、資料１に

より提案があり、東郷委員から、参考データ集の説明があり、審議した。 

日詰委員及び田島委員から、学長直属の将来構想ワーキンググループの位置づ

けが不明確であるとともに必ずしも学部を代表とすることにならない構成員の選

出方法について異論がある旨、意見があった。 

河合委員から、学部内でアンケート調査を実施して、本件については反対意見

が多数であった旨、報告があった。 

平岡委員から、融合グローバル領域所属教員の意見の吸い上げ方について検討

してほしい旨、依頼があった。 

塩尻委員から、２大学になることによって、静岡キャンパスの大学については

科研費の採択金額や論文発表数などの大学ランキングが下がってしまう可能性が

高いとの意見があった。 

日詰委員から、静岡大学・浜松医科大学連携協議会の元に置かれる各委員会等

の構成員について質問があり、議長から、法人運営検討専門委員会は事務職員が

中心になり、教育課程専門委員会、研究所検討専門委員会及び学内共同教育研究

施設等検討専門委員会は教員が中心になることを想定している旨、説明があった。

日詰委員から、各委員会等に教員が参画したい、議論をオープンしてほしいとい

う意見がある旨、紹介があり、教員が参画するのは当然であり、また、各委員会

等の議論を本学に持ち帰って議論したい旨、説明があり、本件について、原案ど

おり承認した。 

 

２ 平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

伊東委員から、平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告書について、

資料２により提案があり、審議の結果、近藤委員から、情報学部の英語科目の拡

充に関する記述ついて修正依頼があり、該当箇所を修正することで承認した。 

なお、平成３０年６月２７日に開催される国立大学法人静岡大学経営協議会へ

諮り、文部科学省の提出期限である平成３０年６月２９日までに提出することと

し、今後、修正等あった場合は議長へ一任することとした。 

 

３ 静岡市文教エリア等の発展に向けた相互協力に係る協定への参画について 

丹沢委員から、常葉大学から提案があった静岡市文教エリア等の発展に向けた

相互協力に係る協定への参画について、資料３により提案があり、審議の結果、

原案どおり承認した。 



- 2 - 

 

 

４ 研究拠点形成費等補助金（Society5.0に対応した高度技術人材育成事業）の大

学間連携に関する協定の締結について 

丹沢委員から、研究拠点形成費等補助金（Society5.0 に対応した高度技術人材

育成事業）の大学間連携に関する協定の締結について、資料４により提案があり、

審議の結果、原案どおり承認した。 

 

５ マラヤ大学（マレーシア）との大学間交流協定の締結について 

鈴木委員から、マラヤ大学（マレーシア）との大学間交流協定の締結について、

資料５により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

６ マサリク大学（チェコ）との大学間交流協定の更新について 

議長から、マサリク大学（チェコ）との大学間交流協定の更新について、資料

６により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

７ 朝鮮大学校（韓国）との大学間交流協定の更新について 

議長から、朝鮮大学校（韓国）との大学間交流協定の更新について、資料７に

より提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

８ 嶺南大学校（韓国）との大学間交流協定の更新について 

議長から、嶺南大学校（韓国）との大学間交流協定の更新について、資料８に

より提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

９ 静岡大学教員データベースシステム管理規則の一部改正について 

議長から、教員データベースシステムの学内外の公開等の最終決定を明確にす

るため静岡大学教員データベースシステム管理規則の一部改正について、資料９

により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

１０ 教員の懲戒について 

議長から、教員の懲戒について、別添資料により提案があり、審議の結果、原

案どおり承認した。 

 

Ⅲ 報告事項 

１ 平成３０年度第３回企画戦略会議（平成３０年６月６日）報告 

議長から、平成３０年度第３回企画戦略会議（平成３０年６月６日）について、

資料１０により報告があった。 

 

２ 教員の採用報告について 

議長から、教員の採用報告（３件）について、資料１１により報告があった。 

 

３ 各部局における内部統制システムの運用状況について 

議長から、各部局における内部統制システムの運用状況について、資料１２に

より説明があり、菅野委員から、リスク事案の定義について質問があり、事務局

で確認することとした。 
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４ 平成２９年度監事業務監査改善要望事項に対する役員会の基本方針について 

東郷委員から、平成２９年度監事業務監査改善要望事項に対する役員会の基本

方針について、資料１３により報告があった。 

 

５ 平成２９年度卒業・修了者の進路状況について 

寺村委員から、平成２９年度卒業・修了者の進路状況(平成３０年５月１日現

在)について、資料１４により報告があった。 

 

６ 平成３１年度施設整備費補助金概算要求事項について 

堀川委員から、平成３１年度施設整備費補助金概算要求事項について、資料１

５により報告があった。 

 

Ⅳ その他 

１ 平成３０年度静岡大学地震防災ＷＥＢセミナーの実施について 

堀川委員から、平成３０年６月２６日から実施する平成３０年度静岡大学地震

防災ＷＥＢセミナーについて、資料１６により案内があり、各部局の学生及び教

職員へ周知するように依頼があった。 

 

２ ワークライフバランス推進強化月間について 

堀川委員から、平成３０年８月に実施するワークライフバランス推進強化月間

について、資料１７により案内があり、協力するように依頼があった。 

 

３ グリーン科学技術研究所研究支援室アンケートについて 

朴委員から、グリーン科学技術研究所研究支援室アンケートについて、資料１

８により案内があり、協力するように依頼があった。 

 

４ 国立大学法人学長・大学共同利用機関法人機構長等会議について 

議長から、平成３０年６月１８日に開催された国立大学法人学長・大学共同利

用機関法人機構長等会議について、資料１９により報告があった。 

 

５ アジアブリッジプログラム講演会について 

鈴木委員から、平成３０年７月３日に開催されるアジアブリッジプログラム講

演会について、資料２０により案内があり、参加するように依頼があった。 

以上 


